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▽
城
里
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
番
号
法
）

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
条
例

の
一
部
を
改
正

▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
（
番
号
法
）
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
条
例
の
一
部
を
改
正

（
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
を
規
定
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
地
域
下
水
道
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

桂
地
区
高
根
台
団
地
で
利
用
し
て
い

た
地
域
下
水
道
を
本
年
９
月
末
を
も
っ

て
廃
止
し
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
関
係
条
例

の
整
備
を
す
る
も
の

▽
平
成
27
各
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
の
契
約

　
契
約
金
額

　
　

８
、３
７
５
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　

水
戸
市
け
や
き
台

　
　
　
　
　
　

２
丁
目
13
番
地
２

　
　

コ
ス
モ
綜
合
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

池
田　

勇
夫

　
契
約
の
方
法

　
　

一
般
競
争
入
札

▽
平
成
27
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

３
台
の
購
入
契
約

　
契
約
金
額

　
　

１
、６
５
２
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　

水
戸
市
東
原

　
　
　
　
　
　

３
丁
目
６
番
24
号

　
　

ト
キ
ワ
産
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

奥
村　

正
好

　
契
約
の
方
法

　
　

指
名
競
争
入
札

９月定例議会で決まったこと

条
例
改
正

契
約
の
締
結

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
す
べ
て
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
番
号
を

付
け
割
り
振
ら
れ
、
個
人
の
納
税
や

社
会
保
障
の
情
報
を
国
が
管
理
し
、

さ
ら
に
預
貯
金
や
健
康
診
断
な
ど
の

情
報
に
も
拡
大
す
る
も
の
。
そ
れ
を

使
っ
て
政
府
は
、
税
や
保
険
料
な
ど

の
徴
収
を
強
化
し
、
個
人
の
財
布
の

中
身
も
身
体
の
状
況
も
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
す
べ
て
国
に
管
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
重
要
な
問

題
は
一
括
管
理
さ
れ
た
、
極
め
て
高

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

９月定例会で
決まったこと

い
個
人
情
報
が
、
漏
洩
・
流
出
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
、
流
出
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
ほ
う
が
は
る
か
深
刻
だ
。
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▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

に
お
い
て
農
林
水
産
分
野
の
重
要
５
品

目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、

交
渉
脱
退
も
含
め
衆
参
両
院
の
農
林
水

産
委
員
会
に
お
け
る
国
会
決
議
を
遵
守

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

▽
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▽
「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定
」

を
求
め
る
意
見
書

▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

に
関
す
る
意
見
書

▽
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
慎
重
審
議

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▽
懲
罰
動
議
に
つ
い
て

９月定例議会で決まったこと

請　

願

陳　

情

発
議
８
号

採　

択
閉
会
中
の
継
続
審
査

　

こ
の
補
正
予
算
に
反

対
す
る
最
大
の
理
由

は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
が
懸
念
さ

れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
実
施
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
Ｈ
27
年
度
10
月
５

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
個

人
の
預
貯
金
や
健
診
情

報
な
ど
に
も
利
用
対
象

が
広
が
る
。

　

個
人
情
報
が
国
や
自

治
体
に
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
情
報
の

流
失
は
避
け
ら
れ
な

い
。
情
報
流
出
の
危
機

が
あ
る
事
業
の
実
施
に

は
納
得
で
き
な
い
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子
議
員

一般会計補正予算を（2号） 否決
平成27年度

否決した主な理由
・個人のプライバシーの侵害が懸念されるマイナンバー制度の実施が組

み込まれていることにある。

・「ホロルの湯」の割引券を乱発すべきでないと同施設の使用料補填の
予算を問題視

否決された平成27年度補正予算案（第２号）

会計名 当初予算額 補正額 補正後予算額

一　般　会　計 96億2,800万円 3億3,727万円 100億486万円
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城里町議会議員辞職勧告可決

城里町議会議員辞職勧告 可決
議案56号

　

私
は
今
回
の
議
員
辞
職
勧
告
に
つ
い

て
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
致
し
ま
す
。
政

治
倫
理
審
査
会
が
全
会
一
致
で
条
例
違

反
を
認
定
。
城
里
町
倫
理
条
例
の
中
で
業

者
か
ら
年
額
50
万
円
以
上
の
報
酬
を
受

け
取
る
場
合
は
、
業
者
は
町
の
公
共
事
業

及
び
町
の
請
負
契
約
を
辞
退
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。
根
本
氏
は
こ
の
企

業
で
６
年
間
就
業
し
て
い
た
。
根
本
氏
自

ら
政
治
倫
理
条
例
作
成
に
関
わ
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
そ
の
本
人
が
議
員
の
守
る
べ

き
最
低
限
の
決
ま
り
で
あ
る
倫
理
条
例

の
違
反
を
認
識
し
な
が
ら
自
ら
恣
意
的

に
運
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
一
二
七
条
に
か
か
わ

る
昭
和
37
年
の
判
例
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
発
議
権
は
議
員
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
辞
職
勧
告
案
を
町
長
が
提
案
す
る

の
は
重
大
な
問
題
だ
。
し
か
し
、
政
治

倫
理
の
問
題
は
重
大
で
あ
る
。
当
該
議

員
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
、
庁
舎
建
設

以
外
に
も
幾
多
の
事
業
を
受
注
し
て
い

る
。
そ
の
工
事
契
約
の
案
件
に
賛
成
し

た
先
輩
議
員
に
も
責
任
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
は
町
民
の
血
税
が
注
ぎ
こ
ま
れ
て

い
る
。
公
人
に
は
高
い
政
治
倫
理
性
が

期
待
さ
れ
る
。
私
も
努
力
を
怠
ら
な
い

つ
も
り
だ
。

　

主
権
者
で
あ
る
町
民
と
町
政
を
担

う
町
執
行
部
、
及
び
議
員
の
モ
ラ
ル

に
つ
い
て
規
則
を
設
け
る
政
治
倫
理

条
例
、
自
身
が
策
定
に
関
わ
っ
た
倫

理
条
例
を
約
６
年
間
に
わ
た
り
欺
き

通
し
た
。
事
実
、
議
会
の
品
位
と
名

誉
を
大
き
く
傷
つ
け
利
己
的
な
弁
明

を
主
張
、
謝
罪
の
こ
と
ば
が
一
切
な

く
傲
慢
な
対
応
に
全
く
反
省
の
態
度

が
み
ら
れ
な
い
と
同
時
に
、
町
民
の

信
頼
を
裏
切
る
行
為
で
あ
り
、
我
々

議
員
は
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
又
他
市
町
村
に
誇
れ
る
議
会

を
構
築
す
る
が
為
に
も
辞
職
勧
告
が

妥
当
で
あ
る
。

賛
成
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

町
政
が
町
民
の
厳
粛
な
信
託
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
町
民

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
町
政
に
当
た
る

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
及
び
町
議
会

議
員
（
以
下
「
町
長
等
及
び
議
員
」
と
い

う
。）
が
高
度
の
倫
理
性
及
び
廉
潔
性
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
政
治
倫

理
基
準
を
自
ら
定
め
、
常
に
誠
実
公
正

に
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
を
促
し
、
最

小
限
の
遵
守
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
町
民
の
信
託
に
応
え
、
併
せ
て

町
民
の
町
政
に
対
す
る
正
し
い
認
識
及

び
自
覚
を
喚
起
し
、
も
っ
て
清
浄
で
民

主
的
な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

倫
理
条
例
と
は

鯉
渕　

秀
雄　

議
員

南
條　

治　

議
員

　

政
治
倫
理
委
員
会
は
条
例
規
則
３
条

第
２
号
に
抵
触
し
て
い
る
と
判
断
い
た

し
ま
し
た
。
又
、
根
本
議
員
も
指
摘
を

受
け
会
社
を
退
職
し
改
善
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
議
会
議
員
は
選
挙
で
住
民
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
し
、
任
期
は
４
年
と
法

律
で
補
償
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
的
拘
束

力
も
な
く
、
上
遠
野
町
長
に
議
員
の
経

済
活
動
や
議
員
活
動
を
制
限
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
町
長
が

議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
を
提
出
し
た
こ

と
自
体
、
大
変
危
険
な
行
為
で
あ
り
、

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

議
員
は
有
権
者
の
信
託
を
受
け
活
動

し
て
い
る
。
議
員
の
出
処
進
退
は
自
ら

決
断
す
べ
き
で
あ
る
。
首
長
が
議
員
の

辞
職
勧
告
案
を
提
出
す
る
の
は
、
地
方

自
治
法
上
も
こ
れ
ま
で
例
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
広
島
県
府
中
市
議
が
起
こ
し

た
裁
判
に
お
い
て
、
広
島
高
裁
は
政
治

倫
理
条
例
の
定
め
る
範
囲
で
あ
っ
て
も

憲
法
で
保
障
さ
れ
る
経
済
活
動
の
自
由

を
制
限
し
て
い
る
場
合
は
、
違
法
だ
と

い
う
判
決
を
下
し
て
い
る
。

　

以
上
２
点
に
よ
り
辞
職
勧
告
の
運
用

に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
で
あ
る
べ
き

だ
。 反

対
討
論

阿
久
津　

則
男　

議
員

三
村　

孝
信　

議
員

　

今
回
の
辞
職
勧
告
決
議

案
の
提
案
理
由
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
辞
職
勧
告
に
つ

き
ま
し
て
は
、
城
里
町
政

治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、

政
治
倫
理
審
査
会
で
審
査

し
た
と
こ
ろ
、
根
本
正
典

議
員
が
政
治
倫
理
条
例
に

違
反
し
て
い
る
と
い
う
答

申
を
得
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
に
基
づ
き
辞
職
勧
告
を

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
城
里
町
の

議
員
は
公
共
事
業
に
関
わ

る
企
業
か
ら
50
万
円
を
超

え
る
報
酬
を
得
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
条
例
及
び
そ

の
下
の
規
定
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
抵
触
す
る

と
認
定
さ
れ
た
た
め
辞
職

勧
告
を
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

提
案
理
由

城
里
町
町
長　

上
遠
野　

修

た
だ
し
、
決
議
に
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん

7
賛成

6
反対

対
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議会運営委員会委員長解任請求可決・城里町議会議長不信任案否決

議会運営委員会委員長解任請求 可決
発議６号

城里町議会議長不信任案 否決  
発議７号

　

昨
年
か
ら
不
祥
事
が
続
く
中
、
今
ま
さ
に
議
会
と
し
て
の
方
向
を

示
す
必
要
が
あ
る
。
会
津
藩
藩
校
・
日
新
館
の
什
の
掟
に
あ
る
「
な

ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
。」と
い
う
姿
勢
を
私
達
議
員
が
今
、示
す
時
だ
。

議
員
間
相
互
の
議
論
が
非
常
に
少
な
い
現
況
の
町
議
会
。
議
員
定
数

削
減
、
情
報
開
示
、
通
年
議
会
、
土
日
議
会
の
開
催
等
を
議
論
す
る

環
境
を
今
一
度
創
り
直
す
時
、
議
会
改
革
を
す
る
時
、
つ
ま
り
は
新

し
い
議
会
を
作
る
時
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
体
制
を
作
る
為
、
私
達
は
、

議
会
全
体
の
調
整
役
を
司
る
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
議
長
を
選
び
直

し
、
生
ま
れ
変
わ
る
議
会
を
町
民
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

議
長
車
に
公
用
車
の
伝
票
を
使
い
、
新
車
時
タ
ン
ク
容
量
65
ℓ
。

そ
れ
に
ど
う
し
て
７
５
．
何
ℓ
か
の
ガ
ソ
リ
ン
が
入
る
の
か
不
思
議

で
な
ら
な
い
。
事
務
局
に
聞
く
と
「
満
タ
ン
で
借
り
て
満
タ
ン
で
返

す
。」と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
算
は
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。

い
や
し
く
も
公
用
車
の
番
号
を
使
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
…
。
皆
さ
ん
の

税
金
で
す
。前
回
も
議
場
の
壇
上
で
議
長
席
に
お
い
て
虚
偽
の
報
告
。

嘘
の
報
告
を
し
た
。
私
達
は
許
す
訳
に
は
い
か
な
い
。
ど
う
ぞ
議
員

の
皆
さ
ん
、
正
し
い
判
断
を
…
。

賛
成
討
論

河
原
井　

大
介　

議
員

南
條　

治　

議
員

　

先
議
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
判
断
の
別
れ
な
ど
、
全
国
的
に
も

先
例
の
な
い
事
例
を
持
ち
込
ま
れ
て
は
、
議
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
さ
せ
る
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
進
行
さ
せ
る

こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、
事
務
局
や
議
長

の
総
力
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
仮
に
今
回

不
信
任
案
を
提
出
さ
れ
た
方
々
の
中
の
誰
か
が
議
長
に
な
れ
ば
、

こ
の
様
な
事
は
全
く
無
く
な
る
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
現

議
員
中
の
誰
が
議
長
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

反
対
討
論

根
本　

正
典　

議
員

　

根
本
議
員
に
対
し
て
議

員
辞
職
勧
告
案
が
可
決
決

議
を
い
た
し
ま
し
た
。
議

会
運
営
委
員
会
と
は
、
地

方
自
治
法
１
０
９
条
第
３

項
で
認
め
ら
れ
た
公
的
な

委
員
会
で
あ
り
、
本
会
議

の
円
滑
な
運
営
の
た
め
の

協
議
機
関
、
そ
し
て
議
長

を
支
え
て
い
る
諮
問
機
関

で
あ
る
。
９
月
１
日
の
議

会
運
営
委
員
会
で
「
労
働

の
対
価
と
し
て
報
酬
等
を

も
ら
う
こ
と
が
ど
う
し
て

悪
い
の
か
」「
幹
部
職
員
に

何
度
も
条
例
違
反
は
大
丈

夫
な
の
か
。」
又
、「
政
治

倫
理
条
例
の
改
正
を
求
め

る
」
と
発
言
。
自
ら
政
治

倫
理
条
例
の
作
成
に
関
わ

り
な
が
ら
条
例
が
悪
い
と

矛
盾
さ
を
露
呈
し
責
任
転

嫁
を
図
っ
て
お
り
、
先
ほ

ど
の
結
論
が
出
た
以
上
、

委
員
長
と
い
う
重
責
に
居

座
り
続
け
る
こ
と
は
非
常

に
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

提
案
理
由

鯉
渕　

秀
雄　

議
員

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
議
会

づ
く
り
は
、
私
共
議
員
の
責
任

で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
は
議
長

自
ら
の
資
質
と
行
動
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
不
信
任

案
を
提
出
す
る
事
は
断
腸
の
思

い
で
あ
る
が
、
以
下
の
趣
旨
で

提
出
す
る
。
①
改
革
真
只
中
時

の
不
公
平
な
支
出
行
為
と
、
平

成
23
年
４
月
１
日
付
施
行
の
議

長
交
際
費
に
関
わ
る
要
綱
を
自

ら
作
成
し
、
報
告
も
無
く
公
表

義
務
条
項
に
反
し
、
４
年
半

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
怠
っ
た

事
。
②
２
月
教
産
委
員
会
研
修

に
議
長
個
人
の
車
を
使
用
し
、

帰
宅
後
公
用
車
の
伝
票
で
自
車

に
71
・
75
ℓ
の
燃
料
を
入
れ
る

と
は
、
お
粗
末
極
ま
り
な
い
重

大
問
題
で
あ
る
。
③
第
３
回
定

例
会
で
議
案
56
号
の
先
議
に
つ

い
て
、
虚
偽
の
報
告
と
は
ベ
テ

ラ
ン
議
長
と
し
て
は
大
変
欠
落

で
あ
る
。
④
町
長
就
任
祝
賀
会

で
主
催
側
で
あ
る
議
長
が
、
来

賓
議
員
２
名
に
対
し
襟
首
を
持

ち
恐
怖
心
を
煽
っ
た
。「
能
あ
る

者
は
爪
を
出
さ
ず
」。
暴
力
は

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
！
以
上

４
点
を
不
信
任
案
の
理
由
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

提
案
理
由

杉
山　

清　

議
員

7
賛成

6
反対

対

6
賛成

７
反対

対
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９月臨時会で決まったこと

平成27年度補正予算

一般会計

追加補正	 3億2,134万円

総額　99億8,892万円に

地方交付税 42億2,057万円

県支出金 7億2,485万円

繰入金 3億1,587万円

町債 8億1,156万円

歳入の主なもの

総務費 13億7,709万円

民生費 25億4,999万円

衛生費 7億4,699万円

農林水産業費 4億9,006万円

土木費 15億4,316万円

教育費 10億6,412万円

商工費 1億6,443万円

消防費 5億1,134万円

歳出の主なもの

第2回定例会で原案通り可決された特別会計補正予算

特別会計
会計名 補正額 補正後の額

介　護 保険事業勘定 3,252万円 18億4,858万円

公共下水道事業 4,664万円 11億4,170万円

農業集落排水事業 173万円 2億9,991万円

９月臨時会で決まったこと

　第２回臨時会は9月24日に召集されました。第2回定例会

で否決された一般会計補正予算について審議し、議案について

原案のとおり承認・可決されました。
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審議した議案と各議員の賛否

議　員　名
議　案　名

藤
咲
芙
美
子

片
岡
　
藏
之

薗
部
　

一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

桐
原
　
健
一

小
林
　
祥
宏

南
條
　

治

杉
山
　

清

小
松
﨑
三
夫

鯉
渕
　
秀
雄

根
本
　
正
典

小
圷
　

孝

城里町個人情報保護条例の一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

○ ○ ○
城里町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町地域下水道の廃止に伴う関係条例の整備に関する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
備品購入契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度城里町一般会計補正予算（第２号）について × ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○
平成27年度城里町介護保険特別会計補正予算（第１号）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第１
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度城里町一般会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町国民健康保険特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町後期高齢者医療特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町介護保険特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町公共下水道事業特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町農業集落排水事業特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町水道事業会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町議会議員の辞職勧告について ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
城里町政治倫理審査会委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町議会運営委員会委員長の解任請求 ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
城里町議会議長不信任決議案 × ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○
第2回臨時会
平成27年度城里町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否
　第３回定例会・第２回臨時会の議案等の表決を、賛成は○、反対を×、欠席は−で表示してあります。
　採決に加われなかった議員は斜線で表示してあります。

傍聴者報告
　　第３回定例会（９月８日〜18日まで開催） 58人
　　第２回臨時会　　　　　（９月24日） 15人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）
http://www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は 12月８日を予定しております


